
ケアリング理論は，世界各国における看護の基盤となる主要な理論の一つである．日本では，個人や家族をターゲットしたものと

認識され，集団・地域を対象とした公衆衛生看護活動での活用や応用に至っていない．しかし集団・地域を対象としたケアリングの

考えは，それらを対象とした専門職，特に公衆衛生看護領域における活動の基盤的な思考・態度や活動そのものに根付いている．申

請者は，このコミュニティに関するケアリングに着目し，モデルの構築、コミュニティケアリング概念の明確化、について研究を進

めており、さらにそれを発展させ、教育教材の開発を行い、コミュニティケアリングの実践力強化に結び付けたいと考えている。 

既存研究から、保健師のコミュニティケアリングを高める要因について検討したところ、該当する既存研究はなかった。そのた

め、教育教材やプログラムの開発のために、保健師のコミュニティケアリング力を高めるべく、その要因について明らかにすること

が重要と考えた。 

そこで本研究は，コミュニティに関するケアリングについて，コミュニティに関する専門職である保健師らのコミュニティケアリ

ング力を高める要因（経験など）を明らかにすることを目的として実施する。 
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